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25 年ぶりに復活した「埴生芝居」
埴生ふるさと夏まつり（８月２日）
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　５月臨時会は５月 21 日から
26 日までの６日間開催されま
した。また、６月定例会は６
月 11 日から 26 日までの 16 日
間開催され、13 日から４日間
にわたって行われた一般質問で
は、16 人が登壇し、執行部の
考えを質しました。 「南極教室」で進行役を務める児童

（６月27日　小野田小学校）

件　　　　　　　名 可決○　否決　

５
月
臨
時
会

会　　計

平成 20 年度一般会計補正予算（第１回） ○
平成 20 年度小型自動車競走事業特別会計補正予算（第１回） ○
平成 20 年度病院事業会計補正予算（第１回） ○

条　　例
手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定 ○
国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 ○

同　　意 教育委員会の委員の任命 同　意

承　　認
都市計画税条例の一部改正に関する専決処分 承　認
税条例の一部改正に関する専決処分 承　認

そ の 他
きららガラス未来館の指定管理者の指定 ○
損害賠償請求事件の和解 ○

６
月
定
例
会

会　　計

平成 20 年度一般会計補正予算（第２回） ○
平成 20 年度国民健康保険特別会計補正予算（第１回） ○
平成 20 年度病院事業会計補正予算（第２回） ○

条　　例

監査委員条例の一部を改正する条例の制定 ○
消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定 ○
訪問看護ステーション条例の一部を改正する条例の制定 ○

そ の 他 損害賠償請求調停事件の損害賠償額を定めること ○
請　　願 ＪＲ西日本に安全を最優先する企業体質への一新を求める請願書 不採択
意見書案 後期高齢者医療制度の中止・撤回を求める意見書の提出 ×
議会推薦 農業委員会の委員の推薦 ○

議 会 概 要

５月臨時会

６月定例会

議 案 採 決 の 結 果

×

▪
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一般会計
清掃・警備委託料入札で

484 万 9,000 円の減額
■20年度補正予算（第２回）■
委 員　清掃委託については、市内業者が３社

あるにもかかわらず、８社で入札したわけだ
が、宇部市は完全に市内業者だけにしている
ようだ。今後、市内業者でできるものは市内
でという考えはあるか。
総務部次長　清掃業務は、本庁を含め 14 施設

ある。市内業者の３社だけで入札を行った場
合、１日にこなせる業務量というのは決まっ
ており、それを３社ですべてをまかなうこと
はできないのではないかということで、業務
量との兼ね合いで、準市内業者などにも参加
をいただいたという状況である。
委 員　基本的な姿勢が曖昧なために、市内業

者が市内で営業する意欲を失っている。その
点についてはどう考えているか。
総務部次長　予算執行の担当部署にあっては、

市民の血税というか、税金を効率的に使うと
いう趣旨で、支出を考えないといけない。財
政状況を勘案する中で、予算は切り詰めて、
同じ製品でもできるだけ安い物をという指示
がある。中小業者、市内業者の育成という観
点からも勿論考えなくてはいけないが、それ
はやはり環境経済部、商工労働関係の担当部
署で市内業者の育成という行政分野で行うと
ころであり、予算執行の担当部署としては、
やはり効率的な予算執行ということで対応せ
ざるを得ないと考えている。
委 員　３年連続で同じ業者が受けているが、

金額自体は下がっている。業者は人数を減ら
したり、手当をなくしたりして対応している。
市内業者を育成するという観点が全く欠けて
いるまま発注はすべきではない。そういう姿
勢は改めていくべきである。
総務部次長　今後の課題として、監理室とも

協議しながら、最低制限価格を設けて限度を
割らないといった方法も考えなくてはいけな
いと思うので、引き続き検討する。

本山小学校が
英語活動のモデル校に

教育総務課長　平成 23 年度から実施の小学校
新学習指導要領における外国語活動につい
て、国が地域の学校のモデルとなる拠点校を
指定している。全国で 550 校、山口県で 11 校、
本市では本山小学校のみの指定で、県からの
支出金は 30 万円である。
委 員　本山小学校は 20 年度のみの指定で、

23 年から全国実施とのことだが、21 年度、
22 年度の措置はどうなるのか。
教育長　23 年度から本格実施だが、前倒しで

きるところは 21 年度からするという文部科
学省の方針である。非常に今、現場としては
困っている状況である。県とも協議をしなが
ら混乱のないように 21 年度から進めたいと
考えている。

図書館に匿名の寄附 20 万円
中央図書館長　図書購入費 20 万円の増額につ

いては、図書館のブックポストに、現金 20
万円と自然科学分野の図書購入に利用してほ
しいと書かれた便箋が匿名で同封されてい
た。これを図書購入の特定財源に計上してい
る。
委 員　使い道について、自然科学に使われる

ようだが、広報等を通じて、中央図書館に掲
示するなどよく分かるようにお願いしたい。
中央図書館長　自然科学系の中でまんべんな

く各分野から１カ月かけて選定しているが、
ある程度揃ったところで、公表をしたいと
思っている。

（賛成多数）　

委 員 会 リ ポ ー ト

総務文教

英語活動のモデル校に指定された本山小学校
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一般会計
後期高齢者医療制度による

システム変更
■20年度補正予算（第２回）■
委 員　特別徴収の対象世帯数と激変緩和の対

象世帯数はどのくらいいるか。
国保年金課長　特別徴収は 2,369 世帯で、激

変緩和は 1,908 世帯である。
委 員　この度のシステム開発委託に伴う入札

は、どうなっているか。
国保年金課長補佐　19 年度から NEC でシス

テム改修を行っており、それに付随するもの
であるので、NEC と随意契約をした。
委 員　システム開発委託料 1,399 万 2,000 円

は適正価格かどうか。
国保年金課長補佐　最初の見積書が 1,800 万

円であったが、NEC といろいろ協議をした
結果、今回の金額になった。
委 員　システム変更については、全額、市の

負担になっているが、国からの財政支援はど
うなっているか。
国保年金課長補佐　19 年度はあったが、20 年

度はない。
（賛成多数））　

企業会計
損害賠償請求事件 7,600 万円で和解
■20年度病院事業会計補正予算（第１回）■
委 員　市に管理責任がない中、和解に応じて

払う金額に対して、加害者には支払い能力が
あるのか。
市 長　今、使用者責任を問われているが、看

護師が故意であれば、市が負担した分は本人
からの徴収も検討したい。
委 員　病院に落ち度がないのに、なぜ６割も

出すのかと言う市民の声に対してはどうか。
市 長　一審では、使用者責任ありの判断につ

いては納得できず、責任がない判決もありう
るということで控訴した。高等裁判所で審理
した結果、責任の所在はひとまず横において、
被害者の救済に市も協力しないかと和解案が
示された。市民に理解していただけるよう努

力したい。
委 員　病院従事者及び職員に対する対応はど

うか。
病院事業管理者　この事件の経緯と結論を説

明する。教訓を学ぶと同時に、改善すべき点
は改善し、医師と看護師にモチベーションを
上げる機会を近く持つ。

（全員賛成）　

26 年前の医療過誤により
100 万円の損害賠償

■20年度病院事業会計補正予算（第２回）■
委 員　申し出があるまで放置していたのか。
病院事業管理者　昭和 56 年当時のことで今回

の骨折が起こるまで認識していなかった。今
は、ガーゼや使った道具は全て数える。また
術後に必ずレントゲンをとる。今回は骨折で
入院され単純レントゲンでは異常な所見はな
かったが、ＣＴ撮影で見つかり摘出手術をし
た。カルテは残ってないが、本人の申し出で
当病院の処置だと判断した。
委 員　時効はないのか。
病院事業管理者　本人が認識してから時効が

成立すると考える。
委 員　昨年の 2 月に分かって、今年の 3 月の

損害賠償請求調停の申し立てまでの協議はど
うか。
病院局次長　19 年 5 月から 11 月にかけて 6

回協議をしたが、金額が折り合わなかった。
委 員　この度はカルテがなく「本人の申し出」

だけで判断されているが、今後どう考えるか。
病院事業管理者　カルテの保存期間は法的に

は５年保存であるが、通常 10 ～ 15 年間は保
存している。物的証拠がない中で、裁判に耐
えられるかどうかが判断材料になる。

（賛成多数）　

委 員 会 リ ポ ー ト

民生福祉
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一般会計
焼却灰の運搬

■20年度補正予算（第２回）■
委 員　トラックを購入するようになっている

が、大型ダンプを運転できる者はいるのか。
環境衛生センター所長補佐　ゴミ収集車を運

転する条件として採用時に大型免許証を持っ
ているのが条件である。運転手の全員が大型
免許証を持って収集に当たっている。
委 員　飛灰運搬の委託先はどこか。
環境課主幹　美祢貨物自動車株式会社である。

飛灰については１回当たり 31,000 円で契約
をしている。
委 員　トラックを運転する者の健康診断はど

うなっているのか。
環境衛生センター所長補佐　ダイオキシン関

係の健康診断は、焼却炉に従事した者が去年
１名受診した。今年度は１名受ける予定であ
る。
委 員　トラックの運転手は受けていないの

か。
環境衛生センター所長補佐　焼却炉に従事し

た職員だけがダイオキシンの検査を受けてい
る。運転手は受けていない。
委 員　燃料費はリッター当たりいくらか。
環境課主幹　134 円である。
委 員　トラックの車庫は、現有の車庫を使用

するのか。
環境課長　粗大ごみ焼却炉の建屋があり、空

きスペースがある。そこを車庫にする予定で
ある。
委 員　このダンプの耐用年数は何年か。
環境課長　購入して５年経っている。毎年車

検を受けているので、使い方によっては５年、
10 年は使えると考える。

（全員賛成）　

条　　例
危険性の増加に対応

■山陽小野田市消防団員等公務災害補償条例の
一部改正■
委 員　対象者がいないということだが、どう

いう方が対象者になるのか。
消防本部総務課長　公務災害補償にあっては

公務により負傷し、短期間に治った場合、補
償基礎額は関係なく医療費の補償になる。長
期となり休業する場合や療養の場合、また、
その後遺症が残った時とか、死亡した場合の
年金、あるいは一時金、そういうものの補償
基礎額になる。今まで幸いにも公務により障
害や死亡された方が山陽小野田市にはいない
ということである。
委 員　予算の方はどうなっているのか。
消防本部総務課長　公務災害については消防

団員等公務災害等共済基金の方に保険という
形で掛け金を支出している。年間一人 1,900
円である。
委 員　実際の消防団員の業務で後遺症になる

ような危険な作業をするのか。
消防本部総務課長　火災については、以前、

機械器具等の整備が遅れていた為、後方支援
という形で消防団員にお願いしており、公務
災害というのは非常に確率的に少なかった。
しかし、最近、機械器具が整備され、早く到
着する場合において火がかりに消防団員がか
かることがあり、確率は以前よりは増えてい
ると思われる。大雨や台風の警戒にも消防団
員があたり公務災害の危険性も増えている。

（全員賛成）　

委 員 会 リ ポ ー ト

環境経済

消防操法大会
㈱小野田公衛社から　　　　
買い取った焼却灰運搬車
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議
員　

当
市
で
は
鉛
製
の
給

水
管
が
全
戸
の
約
11
％
と
全
国

的
に
見
て
も
高
い
。「
朝
一
番

に
使
う
水
や
長
期
間
使
わ
な
い

時
は
飲
み
水
に
使
用
し
な
い
」

な
ど
、
市
民
に
対
す
る
広
報
を

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

水
道
局
副
局
長　

県
内
で
は

少
な
い
方
だ
。
広
報
に
つ
い
て

は
早
速
Ｈ
Ｐ
に
コ
ー
ナ
ー
を
作

り
た
い
。

議
員　

電
気
機
械
設
備
で

96
・
３
％
、
管
路
で
28
％
が
耐

用
年
数
を
超
え
て
お
り
、
水
道

事
業
体
は
、
黒
字
経
営
と
の
こ

と
だ
が
、
更
新
す
べ
き
設
備
や

配
管
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
取
替

を
先
に
延
ば
し
に
し
て
い
る
だ

け
で
は
な
い
か
。

水
道
局
副
局
長　

電
気
設
備

も
改
修
し
て
お
り
、
平
成
18
年

度
末
で
は
70
％
に
落
ち
て
い

る
。
管
路
は
、
漏
水
と
か
事
故

が
起
こ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、

優
先
的
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

経
費
節
減
の
努
力
を

議
員　

水
道
事
業
に
は
他
に

も
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
そ
の

財
源
確
保
の
た
め
に
も
経
費
の

節
減
が
何
よ
り
必
要
で
は
な
い

か
。
今
回
旅
費
に
つ
い
て
資
料

請
求
し
た
が
、
氏
名
を
公
表
で

き
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

水
道
局
副
局
長　

特
に
何
か

問
題
が
あ
っ
た
場
合
は
き
ち
ん

と
示
す
が
、
正
当
な
職
務
命
令

に
よ
っ
て
出
張
し
た
者
に
つ
い

て
は
、
氏
名
の
公
表
は
控
え
た

い
。

議
員　

一
般
会
計
と
比
較
し

て
み
る
と
、
水
道
局
は
出
張
旅

費
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
近
は
本
庁
で
も
出
張
は
控
え

め
で
東
京
の
日
帰
り
も
あ
る
と

聞
く
。
水
道
局
で
は
出
張
の
う

ち
約
半
分
が
２
名
で
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
必
要
が
あ
っ
た
の

か
。
市
長
の
出
張
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

水
道
局
副
局
長　

場
合
に

よ
っ
て
は
、
複
数
出
張
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

総
務
部
長　

市
長
は
一
人
で

行
っ
て
い
る
。

な
ぜ
２
名
採
用
か

議
員　

合
併
後
ほ
と
ん
ど
職

員
数
に
変
わ
り
が
な
く
、
他
市

と
比
べ
て
も
職
員
数
が
多
い
の

に
、
10
月
１
日
に
２
名
採
用
予

定
と
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。水

道
局
副
局
長　

４
名
の
退

職
者
が
出
て
、
山
陽
事
務
所
な

ど
で
事
務
に
支
障
が
出
た
た
め

で
あ
り
、
９
月
に
定
員
管
理
計

画
を
出
す
と
い
う
こ
と
を
条
件

に
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

議
員　

職
員
の
採
用
は
、
長

期
的
な
見
通
し
に
立
っ
て
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。
職
員
一
名

を
採
用
す
る
と
生
涯
賃
金
で
は

約
３
億
円
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
人
件
費
を
老
朽
化

し
て
い
る
施
設
等
の
改
善
費
用

に
充
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
料
金
の
統
合
に
つ
い
て

は
、
値
上
げ
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ま
ず
内

部
で
の
削
減
努
力
を
し
た
上

で
、
市
民
に
協
力
を
お
願
い
す

べ
き
で
あ
る
。

議
員　

市
営
住
宅
明
け
渡
し

の
強
制
執
行
を
し
た
ら
ど
う
な

る
の
か
把
握
し
て
実
施
し
て
い

る
か
。

建
設
部
次
長　

考
え
て
は
い

る
が
、
や
む
を
得
ず
訴
訟
を
実

施
し
て
い
る
。

議
員　

５
月
９
日
、
強
制
執

行
さ
れ
た
家
庭
は
、
母
子
家
庭

で
４
人
の
子
ど
も
が
お
り
、
し

か
も
２
人
が
障
害
児
で
あ
る
。

給
料
の
差
し
押
さ
え
も
実
施
さ

れ
て
い
る
。
現
在
は
、
子
ど
も

は
祖
父
母
の
家
に
、
母
親
は
車

で
の
寝
泊
り
で
あ
る
。
こ
う
し

た
状
態
を
作
り
出
し
て
も
い
い

の
か
。

市
長　

多
分
、
事
実
関
係
が

全
然
違
う
と
思
う
。
急
に
言
わ

れ
た
の
で
、
的
確
な
説
明
は
で

き
な
い
が
、
市
民
一
人
一
人
に

対
し
て
、
粗
末
な
扱
い
は
決
し

て
し
て
い
な
い
。

　

あ
と
で
建
築
住
宅
課
長
か
ら

の
報
告
書
を
市
長
名
で
き
ち
ん

と
届
け
る
。

議
員　

保
証
人
で
も
あ
る
親

が
「
お
金
を
払
う
か
ら
置
い
て

く
れ
」
と
頼
ん
だ
け
れ
ど
応
じ

て
く
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

市
長　

少
し
で
も
誠
意
を
示

し
て
も
ら
え
れ
ば
、
金
額
を
問

わ
ず
必
ず
入
居
を
続
け
て
も

ら
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
市
の
話
で
は
な
く
て
他
市
の

話
で
は
な
い
か
と
思
う
。

子
ど
も
に
お
け
る
影
響
は
重
大

議
員　

長
男
は
、「
僕
た
ち

家
が
な
い
、
こ
ん
な
み
じ
め
な

こ
と
は
な
い
」
と
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
、
朝
食
も
「
お
腹
が
い
っ

ぱ
い
だ
か
ら
い
い
。
電
車
に
乗

る
と
吐
く
か
ら
」
と
遠
慮
し
て

い
る
。
ま
た
、
下
の
子
は
自
分

が
ど
こ
に
や
ら
れ
る
の
か
心
配

で
情
緒
不
安
定
に
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
つ
く
り

だ
し
た
い
の
か
。

市
長　

前
提
と
な
る
事
実
関

係
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま

の
質
問
な
の
で
答
え
の
し
よ
う

が
な
い
。

議
員　

担
当
課
は
な
ぜ
事
実

関
係
を
述
べ
な
い
の
か
。

市
長　

事
前
通
告
に
入
っ
て

お
れ
ば
、
建
築
住
宅
課
長
を
参

与
と
し
て
出
席
さ
せ
た
。

議
員　

通
告
書
に
は
、
市
営

住
宅
家
賃
滞
納
世
帯
に
対
す
る

対
応
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

子
ど
も
の
成
長
の

可
能
性
を
つ
む
な

議
員　

親
の
経
済
力
が
あ
る

な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、

そ
の
家
庭
に
ど
ん
な
事
情
が
あ

ろ
う
と
も
、
子
ど
も
は
み
ん
な

大
切
に
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う

し
、
成
長
の
可
能
性
を
阻
む
よ

う
な
本
市
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

議
員
と
同
じ
意
見
で

あ
る
。

議
員　

市
長
が
そ
う
し
た
立

場
な
ら
、
せ
め
て
子
ど
も
の
い

る
国
保
料
滞
納
世
帯
に
対
し

て
、
資
格
証
を
発
行
し
な
い
と

い
う
表
明
を
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

家
庭
に
経
済
的
な
余

力
が
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
貧
困

か
、
子
ど
も
の
責
任
で
は
な
い

の
で
、
そ
の
あ
た
り
何
と
か
配

慮
で
き
な
い
か
、
内
部
で
少
し

検
討
す
る
。

一 般 質 問

水
道
局
は
経
営
努
力
を

河
野
　
朋
子
　
議
員

中
島
　
好
人
　
議
員

市
が
ホ
ー
ム
レ
ス
を
つ
く
り
だ
し

家
族
を
ば
ら
ば
ら
に
し
て
い
い
の
か

高天原浄水場
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議
員　

食
材
の
高
騰
等
で
献

立
内
容
が
貧
弱
、劣
悪
に
な
る
。

過
去
の
給
食
費
値
上
げ
の
状
況

と
そ
の
決
定
方
法
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

当
面
、
献
立
や

調
達
方
法
の
工
夫
見
直
し
で
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
、
値
上

げ
を
回
避
す
る
。
し
か
し
、
給

食
に
お
け
る
安
全
安
心
の
確
保

は
、
絶
対
条
件
で
あ
る
。
前
回

の
値
上
げ
が
平
成
10
年
で
、
そ

の
前
が
平
成
元
年
で
あ
る
。
栄

養
士
が
検
討
し
た
資
料
で
小
中

学
校
の
校
長
会
で
協
議
し
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
方
に
投
げ
か
け
、
お
知

ら
せ
等
で
在
校
生
等
の
ご
父
兄

に
理
解
を
あ
お
ぐ
。

議
員　

給
食
は
、
幼
少
期
の

食
文
化
、
３
食
の
中
で
最
大
位

置
を
占
め
る
。
コ
ス
ト
や
カ
ロ

リ
ー
だ
け
で
費
用
を
判
断
す
る

べ
き
で
な
く
、
多
面
的
に
評
価

し
た
中
で
決
め
る
べ
き
だ
。
給

食
費
が
私
会
計
の
た
め
教
育
委

員
会
が
深
く
関
知
で
き
ず
問
題

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
関
係
者
を

含
め
た
給
食
の
内
容
や
費
用
分

担
等
を
検
討
す
る
専
門
委
員
会

を
設
置
す
る
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

賛
成
で
あ
る
。
検
討

す
る
。

公
施
設
の
耐
震
状
況
は

議
員　

国
内
外
の
地
震
で
問

題
が
多
発
し
て
い
る
が
、
公
共

施
設
の
耐
震
化
状
況
は
ど
う

か
。総

務
部
次
長　

学
校
の
教
室

棟
、
体
育
館
は
53
％
、
公
営
住

宅
は
100
％
、
庁
舎
は
67
％
、
他

の
公
共
施
設
約
55
％
で
あ
る
。

教
育
部
長　

社
会
教
育
施

設
の
耐
震
化
率
が
57
・
９
％
、

体
育
施
設
53
・
８
％
、
学
校
施

設
は
、
41
・
１
％
で
あ
る
。

議
員　

耐
震
化
率
向
上
に
向

け
国
も
３
分
の
１
か
ら
半
額
補

助
へ
、
残
額
も
交
付
税
算
入
で

市
の
負
担
は
、
一
割
程
度
に
な

る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
う

か
。教

育
部
長　

学
校
施
設
耐

震
化
推
進
計
画
を
策
定
し
た
。

平
成
21
年
か
ら
12
年
間
の
目
標

を
立
て
、
診
断
及
び
設
計
等
を

行
い
、
23
年
か
ら
工
事
に
着
手

す
る
。

洪
水
・
浸
水
の
対
策
は
ど
う
か

議
員　

台
風
を
含
め
た
洪
水

対
策
は
ど
う
か
。
糸
根
川
改
修

に
、
一
定
の
方
向
性
が
出
た
と

思
う
が
、
経
過
と
見
通
し
は
ど

う
か
。

総
務
部
次
長　

本
年
度
中
に

埴
生
、
小
野
田
、
有
帆
に
続
き

厚
狭
川
洪
水
、
西
沖
、
郡
、
高

泊
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
洪
水
・

高
潮
避
難
地
図
）
を
作
成
し
、

配
布
す
る
。

建
設
部
次
長　

18
年
度
よ
り

糸
根
川
河
川
改
修
事
業
に
着
手

し
た
。
地
元
説
明
と
調
査
、
測

量
、
設
計
等
を
終
え
、
19
年
度

は
、
事
業
計
画
の
用
地
測
量
、

家
屋
調
査
及
び
用
地
買
収
を
始

め
た
。
20
年
度
中
は
、
引
き
続

き
用
地
買
収
、
建
物
補
償
等
の

計
画
、
21
年
度
よ
り
工
事
着
手

で
あ
る
。

議
員　

職
員
給
与
の
う
ち
、

現
在
18
あ
る
特
殊
勤
務
手
当
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
検
討
し
て

い
る
か
。

総
務
部
長　
「
著
し
く
危
険
、

不
快
、
不
健
康
ま
た
は
困
難
な

勤
務
、
そ
の
他
著
し
く
特
殊
な

勤
務
で
給
与
上
特
別
の
考
慮
を

必
要
と
し
、
か
つ
、
そ
の
特
殊

性
を
給
料
で
考
慮
す
る
こ
と
が

適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
仕

事
に
従
事
す
る
職
員
に
つ
い

て
、
そ
の
勤
務
の
特
性
に
応
じ

て
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
す

る
」
と
な
っ
て
い
る
。
条
例
規

則
は
合
併
時
に
整
理
、
調
整
さ

れ
た
。
20
年
度
中
の
見
直
し
を

職
員
組
合
、
現
業
評
議
会
に
申

し
出
を
し
て
い
る
。

議
員　

不
快
業
務
だ
け
で
、

後
は
ほ
と
ん
ど
な
く
て
も
い
い

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

総
務
部
長　

市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
内
容
の
見
直
し

を
、
み
ん
な
で
知
恵
を
集
め
て

協
議
す
る
。

議
員　

見
直
し
は
庁
内
だ
け

で
な
く
外
部
か
ら
の
人
を
入
れ

た
審
議
会
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

参
考
に
す
る
。

市
長　

20
年
度
中
に
議
案
と

し
て
出
す
。

通
勤
手
当
の
見
直
し

議
員　

大
半
の
会
社
で
は
、

所
得
税
法
上
の
非
課
税
範
囲
で

支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
民
間
準

拠
の
検
討
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

実
費
弁
償
的

考
え
が
基
本
で
あ
り
、
県
下
13

市
で
も
ほ
と
ん
ど
課
税
部
分
が

あ
る
。
現
時
点
で
見
直
し
予
定

は
組
ん
で
い
な
い
。

時
間
外
勤
務
手
当
の
削
減

議
員　

時
間
外
勤
務
の
内
容

は
把
握
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

時
間
外
の
業

務
内
容
を
具
体
的
に
書
く
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

議
員　

時
間
外
勤
務
手
当
の

金
額
は
17
年
度
か
ら
18
年
度
の

決
算
で
は
６
１
０
０
万
円
削
減

さ
れ
て
い
る
が
、
削
減
す
る
工

夫
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

時
間
外
勤
務
手

当
を
減
ら
す
努
力
を
職
員
一
丸

と
な
っ
て
や
っ
て
い
る
。
各
課

の
応
援
体
制
も
ま
だ
ま
だ
努
力

す
る
余
地
も
あ
る
。
ま
た
、
代

休
制
度
の
浸
透
を
図
り
た
い
。

発
想
を
変
え
た
人
事
管
理

議
員　

副
市
長
の
複
数
制
に

つ
い
て
検
討
は
ど
う
か
。

総
務
部
次
長　

行
政
運
営
を

円
滑
に
進
め
る
上
で
は
有
効
だ

が
、
現
下
の
財
政
状
況
で
は
市

民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。

議
員　

水
道
事
業
管
理
者
の

公
募
制
は
ど
う
か
。

総
務
部
次
長　

選
択
肢
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
市
長
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
る
。

徴 収 手 当
行旅死亡人等収容手当
危 険 作 業 手 当
社 会 福 祉 業 務 手 当
斎 場 業 務 手 当
衛 生 現 業 手 当
消 防 手 当
救 急 出 動 手 当
火 災 出 動 手 当
現 場 業 務 手 当
夜 間 特 殊 勤 務 手 当
犬、 猫 収 容 手 当
交 代 制 勤 務 手 当
電 算 業 務 手 当
救 急 救 命 士 手 当
変 則 勤 務 手 当
用 地 交 渉 手 当
オートレース業務手当

一 般 質 問

給
食
検
証
委
員
会
（仮）
の
創
設
を

特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し

伊
藤
　
武
　
議
員

岩
本
　
信
子
　
議
員

給食が一番だね（出合小学校）

特殊勤務手当の種類
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議
員　

今
年
度
配
布
さ
れ
た

「
学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に

対
す
る
取
り
組
み
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
現
場
で
ど
う
活
用
し
て

い
く
の
か
。

教
育
長　

具
体
的
な
取
り
扱

い
の
指
針
は
い
ま
だ
示
さ
れ
て

い
な
い
。

議
員　

ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る

い
じ
め
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

健
康
教
育
に
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
。

複
雑
な
社
会
だ
か
ら
こ
そ

議
員　

財
政
難
と
は
い
え
、

19
年
度
か
ら
実
施
回
数
が
半
分

に
な
っ
た
市
の
法
律
相
談
は
、

実
態
に
沿
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
の
か
。

市
長
公
室
長　

19
年
度
は
定

員
を
超
え
て
の
申
込
が
あ
っ
た

月
が
10
回
あ
っ
た
。
抽
選
に
よ

り
対
象
者
を
選
ん
で
い
る
。
当

分
の
間
、
月
１
回
と
考
え
て
い

る
。

国
民
運
動
と
し
て
広
め
よ
う

議
員　

携
帯
電
話
は
３
Ｒ

（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
）
の
観
点
か
ら
、

適
切
な
処
理
と
有
用
資
源
の
回

収
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
年
々
回
収
が
減
少

し
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
と
通
信

事
業
者
に
よ
る
自
己
回
収
シ
ス

テ
ム
（
Ｍ
Ｒ
Ｎ
）
の
呼
び
か
け

に
応
じ
る
取
り
組
み
を
し
て
ほ

し
い
が
、
考
え
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長　

リ
サ
イ
ク

ル
が
進
む
よ
う
啓
発
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

議
員　

７
月
７
日
は
ク
ー
ル

ア
ー
ス
・
デ
ー
（
地
球
温
暖
化

対
策
の
日
）
と
決
ま
っ
た
。
こ

の
日
は
、
夜
８
時
か
ら
10
時
ま

で
の
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を
広
報
等

で
啓
発
し
て
ほ
し
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
強
力
に

議
員　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人

工
肛
門
・
人
工
膀
胱

装
着
者
）
対
応
多
目

的
ト
イ
レ
設
置
に
つ

い
て
今
後
の
予
定
は

ど
う
か
。

総
務
部
次
長　

必

要
な
ス
ペ
ー
ス
や
財

源
が
確
保
で
き
な
い

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
改
修
が
進

ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

議
員　

担
当
課
だ
け
で
は
な

く
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
の
メ
ン

バ
ー
が
入
っ
た
「
公
共
施
設
バ

リ
ア
フ
リ
ー
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
庁
内
へ
の
発
足
を
提
案

す
る
。

市
長　

関
係
す
る
部
署
の
職

員
が
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
合

い
協
力
す
る
体
制
に
つ
い
て

は
、
近
く
設
置
の
方
向
で
検
討

す
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
命
を
救
う

議
員　

市
民
は
ど
こ
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

が
あ
る
か
知
ら
な
い
。
財
政
面

を
考
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ａ

Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
を
公
表
し
市
民
が

印
刷
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。

市
民
福
祉
部
長　

実
施
に
向

け
て
努
力
す
る
。

議
員　

本
山
地
域
に
は
、
市

内
有
数
の
観
光
資
源
が
あ
る
。

竜
王
山
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、

き
ら
ら
ビ
ー
チ
焼
野
、
ク
モ
ハ

４
２
０
０
１
、
子
持
御
前
祭
な

ど
を
利
用
し
て
の
観
光
・
交
流

人
口
増
加
の
方
策
に
つ
い
て
の

考
え
は
ど
う
か
。

建
設
部
長　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
は
、
利
用
者
の
増
大
が
見

込
ま
れ
る
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

の
増
設
、
コ
テ
ー
ジ
等
の
設
置

を
検
討
す
る
。
き
ら
ら
交
流
館

は
、
海
と
山
と
一
体
と
な
っ
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
の

考
え
の
中
で
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
な
げ
た
い
。

環
境
経
済
部
長　

ク
モ
ハ

４
２
０
０
１
は
、
Ｊ
Ｒ
に
今
後

の
計
画
を
き
ち
ん
と
聞
き
た

い
。
子
持
御
前
の
活
用
は
、
大

変
歴
史
が
あ
る
中
、
こ
の
歴
史

を
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
他
の
祭
り
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
欠
か
な
い
よ
う
な
中
で

協
力
し
て
い
く
。

地
元
業
者
を
優
先
的
に

議
員　

介
護
保
険
の
住
宅
介

護
改
修
費
は
、
市
内
業
者
が

９
１
３
万
円
、
市
外
業
者
が

１
３
０
０
万
円
で
、
市
外
業
者

に
発
注
す
る
場
合
が
多
い
。
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
会
議
で
市
内

業
者
優
先
の
依
頼
は
で
き
な
い

か
。市

民
福
祉
部
長　

住
宅
改
修

後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
あ
る
の

で
、業
者
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

地
理
的
な
要
素
も
配
慮
す
る
よ

う
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
周
知

し
て
い
き
た
い
。

山
陽
小
野
田
市
の
文
化
振
興
を

議
員　

山
陽
町
と
小
野
田
市

が
合
併
し
、
山
陽
小
野
田
市
は

文
化
の
ま
ち
を
創
造
し
て
い
く

が
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
設
置

を
は
じ
め
、
ま
だ
ま
だ
文
化
都

市
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ

る
。
今
後
の
文
化
振
興
の
促
進

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

第
一
次
総
合
計

画
が
策
定
さ
れ
、
人
が
輝
く
心

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
中
に
芸

術
、
文
化
の
振
興
方
針
を
定
め

て
い
る
。文
化
会
館
を
は
じ
め
、

ガ
ラ
ス
未
来
館
、
図
書
館
等
の

施
設
は
、
市
民
の
文
化
活
動
の

振
興
や
豊
か
な
感
性
の
養
成
、

新
た
な
文
化
の
創
意
を
目
的
と

し
て
、
多
様
な
活
動
を
し
て
い

く
。

議
員　

本
市
は
文
化
レ
ベ
ル

が
低
い
と
言
わ
れ
る
中
、
芸
術

文
化
顧
問
を
も
っ
と
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

文
化
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
、
文
化
の
策
定
等

に
は
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
、

十
分
に
活
躍
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

議
員　

音
響
照
明
業
務
の
入

札
が
行
わ
れ
た
が
、
見
積
り
合

わ
せ
を
実
施
す
る
直
前
に
仕
様

内
容
が
変
更
さ
れ
た
理
由
は
何

か
。教

育
部
長　

安
全
と
い
う
こ

と
で
急
に
仕
様
内
容
が
変
更
に

な
っ
た
。
事
前
の
周
知
が
十
分

で
な
か
っ
た
こ
と
等
々
に
つ
い

て
は
配
慮
が
足
ら
な
か
っ
た
も

の
と
反
省
を
し
て
い
る
。

一 般 質 問

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ（
も
っ
た
い
な
い
）は

感
謝
の
心

本
山
地
域
に
あ
る
観
光
資
源
の
活
用
を
�

吉
永
　
美
子
　
議
員

中
元
　
稔
　
議
員

「もったいない」を
世界共通語として広めた
ワンガリ・マータイ博士

観光資源のきららビーチ焼野
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議
員　

本
市
の
高
天
原
浄
水

場
の
水
道
水
は
、
海
抜
55
ｍ
に

あ
る
小
野
田
地
区
の
竜
王
山
配

水
池
と
高
尾
配
水
池
か
ら
海
抜

０
ｍ
に
送
水
さ
れ
る
。
自
然
流

下
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
、
水
道
管
に
マ
イ
ク
ロ
発
電

機
を
設
置
し
て
、
赤
崎
小
学
校

の
一
年
間
の
電
力
使
用
で
発
生

す
る
Ｃ
 Ｏ2
の
61
・
８
ト
ン
の
削

減
、
市
役
所
本
庁
の
一
年
間
の

電
力
使
用
で
発
生
す
る
Ｃ
 Ｏ2
の

６
２
９
ト
ン
の
一
部
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
提

案
だ
が
ど
う
思
う
か
。

環
境
経
済
部
長　

地
球
温
暖

化
防
止
の
必
要
性
は
、
世
界
各

国
の
共
通
の
問
題
で
あ
り
、
本

市
に
お
い
て
も
１
月
か
ら
新
し

い
ゴ
ミ
の
出
し
方
を
実
施
し
、

温
暖
化
防
止
の
一
つ
と
し
て
と

ら
え
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
水
力

発
電
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
川

崎
市
が
平
成
15
年
か
ら
取
組
ん

で
い
る
が
、
県
内
に
は
例
も
な

く
、
ど
れ
だ
け
の
効
果
が
あ
る

か
、
ど
れ
だ
け
費
用
が
か
か
る

か
、
内
容
を
よ
く
知
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
他
の
部
と
も
関

連
す
る
の
で
、
各
課
と
協
議
し

な
が
ら
勉
強
す
る
。

公
民
館

議
員
　

４
月
１
日
よ
り
本
山
、

須
恵
、
有
帆
、
高
泊
の
公
民
館

の
館
長
が
民
間
の
方
の
自
主
運

営
方
式
と
な
っ
た
が
、
２
カ
月

の
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

地
域
の
方
々
か

ら
公
民
館
が
よ
り
身
近
に
感
じ

る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
館

の
周
辺
の
美
化
な
ど
に
地
域
の

方
が
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
地

域
の
財
産
と
し
て
の
自
覚
が
芽

生
え
て
い
る
。

議
員　

須
恵
公
民
館
の

調
理
室
の
調
理
台
が
傷
ん

で
い
る
が
、
リ
フ
ォ
ー
ム

で
き
な
い
か
。
こ
こ
は
年

間
８
千
食
以
上
の
老
人
向

け
の
弁
当
を
調
理
し
て
い

る
。
体
力
の
な
い
老
人
に

食
中
毒
を
発
生
さ
せ
な
い

対
策
を
と
っ
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

調
理
室
の

老
朽
化
は
承
知
し
て
い
る

が
、
料
理
教
室
や
講
座
な

ど
の
使
用
に
つ
い
て
は
使
い
方

に
よ
り
十
分
に
使
用
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
管
理
は
も

と
よ
り
利
用
者
の
方
に
も
使
用

前
、
使
用
後
の
清
掃
の
徹
底
を

さ
せ
る
。

議
員
　

教
育
文
化
施
設
の
内
、

11
館
が
定
員
２
人
の
職
場
で
あ

る
。
ど
ち
ら
か
が
休
暇
を
と
る

と
一
人
と
な
る
。
一
人
業
務
を

さ
せ
な
い
こ
と
が
、
安
全
管
理

上
大
事
で
は
な
い
か
。
対
策
等

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　

危
機
管
理
の
安

全
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な

い
。
日
ご
ろ
の
状
況
に
応
じ
て

各
館
連
携
を
保
っ
て
運
用
し
た

い
。

議
員　

平
成
20
年
３
月
に
公

表
さ
れ
た
「
山
陽
小
野
田
市
立

学
校
施
設
耐
震
化
推
進
計
画
」

で
は
、
約
６
割
の
耐
震
性
な
し

と
さ
れ
る
43
施
設
の
う
ち
、
優

先
度
の
高
い
23
施
設
に
つ
い
て

は
、
23
年
度
か
ら
長
期
計
画
で

耐
震
化
工
事
を
行
う
と
の
こ
と

だ
が
、
国
の
補
助
率
が
２
分
の

１
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
い
う

今
国
会
で
の
法
改
正
も
踏
ま
え

て
、
１
日
も
早
い
前
倒
し
実
施

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

教
育
部
長　

今
後
の
事
業
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
耐
震
診
断

と
実
施
設
計
を
行
う
が
、
耐
震

診
断
で
は
予
備
調
査
、本
調
査
、

耐
震
解
析
、
補
強
設
計
等
の
工

程
が
必
要
で
あ
り
、
中
で
も
耐

震
解
析
と
補
強
設
計
は
、
県
の

判
定
委
員
会
に
か
け
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
判
定
委
員
会
の
証
明

を
得
る
に
は
か
な
り
の
期
間
を

要
す
る
。
関
係
機
関
と
も
協
議

し
て
い
る
が
、
最
短
で
23
年
度

着
手
と
考
え
て
い
る
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
創
設
支
援

議
員　

種
目
・
世
代
・
技
術

レ
ベ
ル
の
多
様
性
を
包
含
す
る

こ
と
で
、
誰
も
が
行
い
た
い
ス

ポ
ー
ツ
を
自
由
に
行
え
、
多
く

の
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
の
あ
り
方
と
、
地

域
活
性
化
策
と
し
て
の
将
来
性

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　

原
則
と
し
て
行

政
か
ら
の
補
助
金
等
の
援
助
は

受
け
ず
、
手
づ
く
り
の
非
営
利

組
織
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
、
出
合
地
区
に
お
い
て
本

市
と
し
て
第
１
号
の
ク
ラ
ブ
設

立
に
向
け
た
諸
準
備
を
進
め
て

い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
の
検
証

議
員　

２
０
０
３
年
に
公
営

法
人
の
法
人
化
・
民
営
化
と
い

う
目
的
で
制
度
が
始
ま
っ
た

が
、
運
営
上
の
問
題
点
や
課
題

等
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き

た
。現
状
課
題
の
整
理
を
行
い
、

次
回
の
契
約
に
先
駆
け
て
し
っ

か
り
と
検
証
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。
指
定
管
理
者
制
度
の
功
罪

と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

市
長
公
室
長　

民
間
の
持
つ

ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
恵
が
質
の
高
い

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
資
す

る
一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
営
上

の
課
題
が
生
じ
て
き
た
の
も
事

実
で
あ
る
。
更
新
の
可
否
も
含

め
て
今
後
の
管
理
運
営
を
協
議

す
る
必
要
が
あ
り
、
よ
り
効
果

的
な
管
理
運
営
に
向
け
た
指
導

監
督
を
行
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
十
分
な
検
証
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問

衛
藤
　
弘
光
　
議
員

好
川
　
桂
司
　
議
員

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
機
で
Ｃ
　Ｏ2
削
減

学
校
施
設
耐
震
化
工
事
の
前
倒
し
を
望
む

須恵公民館の調理台の現状

多種目・多世代の楽しめるスポーツを�
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議
員　

旧
小
野
田
市
の
白
地

の
地
域
は
、
本
来
課
税
を
さ
れ

な
い
地
域
だ
が
、
合
併
の
取
り

決
め
で
現
在
も
課
税
さ
れ
て
い

る
。
非
常
に
不
公
平
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。
ま
た
、
こ
の
不
公

平
な
状
態
を
解
消
す
る
作
業
が

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
状

況
を
ど
う
思
う
か
。

総
務
部
長　

公
平
性
の
観
点

か
ら
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

均
衡
の
と
れ
た
課
税
に
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
課
税

の
範
囲
等
の
見
直
し
に
関
す
る

調
査
・
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
不
均
衡
と

な
っ
て
い
る
課
税
の
解

消
に
努
め
る
方
向
性
が

示
さ
れ
、
現
在
未
特
定

家
屋
の
特
定
化
作
業
等

を
進
め
て
い
る
。
で
き

る
だ
け
早
く
都
市
計
画

税
の
不
均
衡
是
正
を
図

り
た
い
。

議
員　

旧
小
野
田
市

の
白
地
の
地
域
が
本
来

課
税
さ
れ
な
い
こ
と
を

知
ら
な
い
市
民
が
い

る
。
ま
た
、
知
っ
て
い
て
も
旧

小
野
田
市
の
ど
の
地
域
ま
で
か

は
知
ら
な
い
市
民
が
い
る
。
こ

の
よ
う
な
重
要
な
情
報
を
広
報

で
市
民
に
知
ら
せ
た
の
か
。

総
務
部
長　

今
後
、
都
市
計

画
税
の
均
一
課
税
に
一
定
の
目

途
が
立
っ
た
時
点
で
、
広
報
等

で
周
知
を
図
り
た
い
。

児
童
手
当
損
害
賠
償

議
員　

児
童
手
当
の
損
害
賠

償
に
つ
い
て
、
こ
の
問
題
を
損

害
賠
償
と
い
う
形
で
解
決
し
た

理
由
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

市
民
福
祉
部
長　

損
害
賠
償

に
至
る
経
緯
は
、
市
民
が
転
入

手
続
を
行
っ
た
際
に
、
職
員
が

児
童
手
当
の
手
続
変
更
の
説
明

を
し
な
か
っ
た
た
め
申
請
が
行

わ
れ
ず
、
約
２
年
間
に
わ
た
り

児
童
手
当
が
未
支
給
に
な
っ

た
。
児
童
手
当
法
で
は
作
為
義

務
（
説
明
義
務
）
は
具
体
的
に

記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
職
員

の
不
作
為
と
損
害
の
因
果
関
係

を
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考

え
た
。

市
長　

職
員
の
特
定
は
で
き

な
か
っ
た
。
市
民
に
確
認
を

取
っ
た
ら
説
明
を
受
け
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

議
員　

資
料
に
あ
る
と
お
り
、

特
に
山
陽
地
区
で
の
搬
送
時
間

が
多
く
か
か
っ
て
い
る
。
当
番

医
が
い
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ

る
。
受
け
入
れ
て
く
れ
る
病
院

を
探
す
シ
ス
テ
ム
で
は
、
医
師

不
足
の
中
、
難
し
い
状
況
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
医
師
会
に
協
力

し
て
も
ら
い
、
比
較
的
施
設
の

整
っ
た
病
院
に
当
番
医
が
複
数

詰
め
て
待
機
す
る
救
急
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
仕
組
み
は
で
き

な
い
か
。

病
院
事
業
管
理
者　

地
域
医

療
体
制
の
確
立
の
た
め
、
昨
年

10
月
か
ら
地
域
医
療
体
制
検
討

委
員
会
で
議
論
を
現
在
進
め
て

い
る
。
勤
務
医
の
人
数
も
決
し

て
多
い
わ
け
で
は
な
く
、
勤
務

医
だ
け
で
賄
う
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
開
業
の
先
生
に
も
参

加
し
て
も
ら
わ
な
い
と
、
こ
の

地
域
医
療
全
体
は
守
れ
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。両
医
師
会
、

市
内
の
３
つ
の
公
立
病
院
、
消

防
、
市
民
福
祉
部
と
病
院
局
と

が
今
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

議
員　
資
料
の
山
陽
消
防
署
、

小
野
田
消
防
署
、
埴
生
出
張
所

の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
今
年
の
１
月

１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
、
通

報
か
ら
病
院
搬
送
ま
で
の
時
間

を
書
き
出
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
50
分
以
上
で
は
、
山
陽
地

区
で
の
時
間
の
か
か
り
よ
う
が

ひ
ど
い
。
こ
の
搬
送
時
間
と
い

う
の
は
、
急
病
に
な
ら
れ
た
方

の
命
や
健
康
と
い
う
面
か
ら
考

え
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
か
。

病
院
事
業
管
理
者　
「
こ
ん

な
に
あ
る
ん
で
す
か
」
と
い

う
の
が
率
直
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。
40
分
か
か
る
と
い
う
こ
と

は
、
市
内
だ
け
で
な
く
、
広
範

囲
に
小
郡
も
入
っ
て
い
る
。
時

間
外
の
場
合
は
、
専
門
医
で
な

く
て
も
、
許
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
医
療
側
も
あ
り
が
た
い
。
専

門
医
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
っ
て
く

る
。
そ
の
あ
た
り
は
、
こ
れ
は

救
急
、消
防
の
問
題
で
は
な
い
。

市
民
の
方
と
病
院
と
が
、
も
う

少
し
一
体
感
を
持
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
、こ
の
問
題
は
難
し
い
。

　

病
院
も
反
省
す
る
余
地
は
あ

る
が
、
市
民
も
病
院
の
事
情
の

方
も
考
慮
し
て
い
た
だ
か
な
い

と
、
結
局
病
院
を
崩
壊
さ
せ
る

道
を
と
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。

議
員　

市
が
行
っ
た
入
札
の

結
果
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
市
内
の
中

小
業
者
に
過
大
な
負
担
を
負
わ

せ
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
う

か
。市

長　

物
品
購
入
の
際
、
各

部
署
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ

た
も
の
を
束
ね
、
競
争
入
札
を

実
施
し
た
が
、
そ
の
あ
お
り
を

受
け
て
業
者
や
従
業
員
の
待
遇

劣
化
に
連
動
し
た
と
い
う
指
摘

に
は
胸
が
痛
む
。
市
の
経
費
削

減
と
業
者
の
両
立
に
つ
い
て
は

検
討
し
た
い
。40分以上 50分以上

小野田消防署 ６６ １９

山陽消防署 ７９ ３１

埴生出張所 ４４ １３

一 般 質 問

佐
村
　
征
三
郎
　
議
員

山
田
　
伸
幸
　
議
員

救
急
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
急
げ

都
市
計
画
税
の
不
公
平

通報から医療機関への搬送時間
（集計期間：平成20年１月１日〜５月31日）

単位：回数

用途地域地図（用途地域とそれ以外の白地）
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市
独
自
の
子
育
て
支
援
と
は

議
員　

お
母
さ
ん
の
居
場
所

づ
く
り
を
ど
う
考
え
る
か
。　

市
民
福
祉
部
次
長　

市
内
６

カ
所
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
い
る
。
今
後
は
、

各
地
域
に
セ
ン
タ
ー
を
増
設

し
、一
層
の
利
用
促
進
を
図
る
。

ま
た
、
少
子
化
対
策
で
は
本
年

度
の
少
子
化
対
策
推
進
本
部
を

立
ち
上
げ
検
討
す
る
。

議
員　

市
の
施
設
に
妊
婦
や

乳
幼
児
連
れ
の
方
や
歩
行
困
難

な
高
齢
者
の
方
へ
の
駐
車
区
域

が
な
い
。
思
い
や
り
駐
車
区
域

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

総
務
部
次
長　

検
討
す
る
。

地
域
で
見
守
り
ま
し
ょ
う

議
員　

独
居
老
人
や
障
害
者

の
情
報
が
わ
か
る
見
守
り
マ
ッ

プ
作
成
を
提
案
す
る
。

市
民
福
祉
部
長　

マ
ッ
プ
の

作
成
に
は
個
人
情
報
の
関
係
も

あ
る
の
で
、
本
人
の
依
頼
が
な

い
と
で
き
な
い
。

議
員　

地
域
に
住
ん
で
い
る

小
学
生
に
お
願
い
し
て
、
子
ど

も
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
社
協
と
連

携
し
て
独
居
老
人
や
障
害
者
へ

の
声
か
け
、
手
伝
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
を
考
え
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

独
居
老
人
の
方
や

施
設
へ
の
訪
問
等
は
小
学
校
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
活
動

の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
、

敬
老
の
精
神
等
を
教
育
す
る
。

聞
こ
え
る
広
報
紙

議
員　

視
覚
障
害
者
の
方
や

視
力
の
低
下
し
た
人
へ
広
報
を

テ
ー
プ
や
点
字
広
報
で
送
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

市
長
公
室
長　
「
あ
じ
さ
い

の
会
」、「
お
と
づ
れ
の
会
」
の

協
力
を
得
て
広
報
紙
を
テ
ー
プ

で
届
け
る
。

市
長　

市
長
コ
ラ
ム
は
、
私

が
自
分
の
声
で
吹
き
込
む
。

環
境
課
に
エ
コ
ラ
イ
フ

推
進
の
設
置
を

議
員　

ご
み
対
策
の
み
で
な

く
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
、
雨
水
タ

ン
ク
な
ど
、
地
球
規
模
で
の
温

暖
化
環
境
問
題
に
取
り
組
む
係

は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
雨
水

タ
ン
ク
、
太
陽
光
発
電
に
助
成

金
が
出
せ
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　

環
境
課
に

は
環
境
保
全
係
、
リ
サ
イ
ク
ル

係
、
生
活
衛
生
係
が
あ
る
。
ま

た
、
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
係
の
設

置
は
こ
れ
か
ら
の
様
子
を
見
な

が
ら
人
事
課
と
も
協
議
し
検
討

す
る
。
雨
水
タ
ン
ク
の
設
置
補

助
へ
の
取
り
組
み
は
、
今
後
の

研
究
課
題
と
す
る
。

誰
も
が
、
医
療
が
受
け
ら
れ
る

議
員　

市
立
病
院
に
無
料
低

額
診
療
事
業
の
制
度
を
導
入
し

て
病
院
に
健
康
・
生
活
相
談
窓

口
が
開
設
で
き
な
い
か
。

病
院
事
業
管
理
者　

こ
の
制

度
は
病
院
の
持
ち
出
し
と

な
る
。
市
民
病
院
は
経
営

的
に
存
続
で
き
る
か
ど
う

か
瀬
戸
際
で
あ
る
。
今
は

病
院
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
今
後
の
課

題
と
す
る
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

議
員　

有
帆
郵
便
局
に
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

と
、
去
年
も
同
様
の
要
望
を
し

た
が
、
来
年
こ
そ
は
お
願
い
し

た
い
。
現
段
階
で
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
民
福
祉
部
長　

平
成
15
年

か
ら
本
山
郵
便
局
、
平
成
18
年

か
ら
本
通
南
郵
便
局
で
開
始
し

て
い
る
。
有
帆
郵
便
局
周
辺
地

域
は
、
市
役
所
か
ら
遠
く
、
地

域
住
民
の
方
の
利
便
性
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
市

内
全
体
を
考
え
た
中
で
今
後
導

入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

本
山
・
セ
メ
ン
ト
町

は
南
部
で
、
有
帆
は
北
部
で
あ

る
。
今
年
こ
そ
北
部
地
域
に
１

カ
所
で
も
設
置
し
て
ほ
し
い
。

旧
炭
鉱
の
安
全
性

議
員　

旧
小
野
田
市
で
は
、

石
炭
を
取
る
た
め
に
い
た
る
所

に
穴
が
掘
っ
て
あ
っ
た
。
大
き

な
事
故
に
は
な
っ
て
い
な
い

が
、
毎
年
必
ず
有
帆
で
は
１
～

２
カ
所
穴
が
開
い
て
い
る
。
平

成
８
年
に
鉱
害
の
終
了
宣
言
が

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
後
も
有
帆
は
い
ろ
い

ろ
な
所
で
陥
没
被
害
や
湧
水
被

害
が
起
こ
っ
て
い
る
。
平
成
８

年
以
後
の
対
応
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

環
境
経
済
部
次
長　

陥
没
が

生
じ
た
場
合
、
市
が
窓
口
と
な

り
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
と
山
口
県
砕
石

協
会
へ
速
や
か
な
復
旧
を
お
願

い
し
対
応
し
て
い
る
。
な
お
、

平
成
19
年
度
の
浅
所
陥
没
発
生

状
況
は
13
件
で
あ
っ
た
。
有
帆

川
の
湧
水
に
つ
い
て
は
、
河
川

管
理
者
で
あ
る
宇
部
建
築
土
木

事
務
所
と
現
地
立
会
い
を
行

い
、
原
因
を
含
め
た
対
応
を
お

願
い
し
て
あ
る
。

有
帆
駐
在
所
の
存
続
を

議
員　

道
路
整
備
に
よ
り
、

有
帆
駐
在
所
が
統
合
に
な
る
と

の
こ
と
で
、
去
年
よ
り
有
帆
に

残
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い

る
が
、
現
在
駐
在
所
の
土
地
を

物
色
中
だ
と
聞
き
、
も
う
す
ぐ

立
ち
退
き
に
な
る
よ
う
な
話
が

進
ん
で
い
る
の
だ
と
認
識
し
て

い
る
が
、
詳
細
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
次
長　

道
路
整
備
に

伴
う
駐
在
所
の
廃
止
や
移
転
等

に
つ
い
て
は
、
所
轄
の
小
野
田

警
察
署
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

現
時
点
で
は
具
体
的
な
話
は

承
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
山
口
県
警
察
に
お
い
て

も
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
統

廃
合
を
含
め
た
整
備
を
進
め
て

い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
も
考
慮

し
た
上
で
、
地
域
の
皆
様
と
協

議
し
て
い
く
よ
う
対
応
を
考
え

て
い
き
た
い
。

議
員　

全
体
的
に
南
部
は
非

常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。
有
帆
に
は
、
内
科
も

な
く
、
一
体
緑
地
の
赤
字
に
関

し
て
も
対
応
が
先
延
ば
し
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
も
含
め
以
前

よ
り
要
望
し
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
予
算
等
の
都
合
も
あ
る
と

思
う
が
、
北
部
に
あ
る
有
帆
駐

在
所
を
残
し
て
ほ
し
い
。

市広報

一 般 質 問

津
野
　
啓
子
　
議
員

福
田
　
勝
政
　
議
員

有
帆
駐
在
所
の
存
続
を
望
む
�

心
豊
か
な
ま
ち
を
目
指
し
て

有帆警察官駐在所
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議
員　

土
地
開
発
公
社
の
役

割
は
何
か
。

総
務
部
長　

バ
ブ
ル
以
前
は

土
地
が
値
上
が
り
を
し
て
い
た

た
め
、
公
共
事
業
を
行
う
場
合

に
公
共
用
地
の
先
行
取
得
し
て

い
た
。
ま
た
、
土
地
を
造
成
し

開
発
す
る
事
業
が
主
な
も
の
で

あ
る
。

議
員　

今
回
、
第
１
種
経
営

健
全
化
公
社
の
指
定
が
受
理
さ

れ
た
が
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

総
務
部
長　

第
１
種
、２
種
、

３
種
と
あ
り
、
第
１
種
が
一
番

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

議
員　

簿
価
が
約
46
億
８
千

万
円
で
、
借
入
金
が
約
44
億
円

で
間
違
い
な
い
か
。

総
務
部
長　

間
違
い
な
い
。

議
員　

簿
価
と
実
勢
価
格
の

差
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

約
１
億
５
千
万

円
の
差
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

議
員　

ま
だ
、
将
来
土
地
は

上
が
る
と
い
う
甘
い
考
え
を
捨

て
、
早
急
に
土
地
を
売
却
し
、

借
入
金
44
億
円
の
圧
縮
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
次
長　

仮
に
簿

価
の
50
％
で
売
却
と
な
る
と
、

減
損
処
理
を
公
社
の
理
事
会
で

認
め
て
も
ら
う
こ
と
が
前
提
と

な
る
。

の
ん
び
り
し
す
ぎ
だ
�

議
員　

地
震
防
災
対
策
特
別

措
置
法
は
、
３
カ
年
の
時
限
措

置
で
間
違
い
な
い
か
。

総
務
部
次
長　

間
違
い
な
い
。

議
員　

Ｉ
Ｓ
値
が
０
・
３
未

満
の
施
設
が
対
象
だ
が
、
市
立

学
校
施
設
の
耐
震
化
推
進
計
画

の
中
で
該
当
施
設
は
あ
る
か
。

教
育
部
長　

厚
陽
中
学
校

１
件
で
あ
る
。

議
員　

23
年
度
か
ら
着
手

の
よ
う
だ
が
、
こ
の
特
別
措

置
法
の
対
象
に
な
る
の
か
。

教
育
部
長　

市
の
計
画
だ

と
21
年
度
か
ら
耐
震
調
査
、

23
年
度
か
ら
工
事
着
手
で
あ

る
。

議
員　

の
ん
び
り
し
す
ぎ

だ
。
財
政
面
等
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
さ
れ
る
国
の
特
別
措
置
を

使
う
気
は
な
い
の
か
。

教
育
部
長　

現
在
の
と
こ
ろ

計
画
に
沿
っ
て
進
め
る
が
、
今

後
、
関
係
各
課
と
の
協
議
の
中

で
前
倒
し
が
可
能
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

議
員　

特
別
措
置
法
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
３
分
の
１
の

補
助
が
３
分
の
２
に
上
が
り
、

自
治
体
負
担
率
は
13
・
３
％
位

で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
次
長　

実
質
的

に
計
算
は
し
て
い
な
い
が
、10
％

強
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

広
報
に
耐
震
化
優
先

度
ラ
ン
ク
が
公
表
さ
れ
て
い
た

が
、
ど
こ
か
ら
し
て
い
く
の
か

明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

早
く
関
係
各
課

と
協
議
を
し
て
や
り
た
い
。

議
員　

昨
年
度
、
全
児
童
・

生
徒
対
象
に
行
っ
た
い
じ
め
ア

ン
ケ
ー
ト
だ
が
、
い
ま
だ
に
結

果
を
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ス

ピ
ー
ド
感
や
危
機
感
を
感
じ
ら

れ
な
い
。
公
表
に
よ
り
、
す
べ

て
の
保
護
者
を
初
め
と
し
た
市

民
に
現
状
を
認
識
し
て
も
ら

い
、
い
じ
め
撲
滅
に
向
け
て
市

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長　

結
果
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
長
へ
返
し
て

い
る
の
で
、
指
導
を
目
的
と
し

て
協
力
を
得
る
た
め
に
、
当
該

学
校
か
ら
保
護
者
あ
る
い
は
地

域
等
へ
報
告
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
一
任
し
て
い
る
。
教
育
委

員
会
と
し
て
は
一
般
へ
の
公
表

は
考
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
概

要
に
つ
い
て
は
議
会
へ
の
報
告

公
表
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ

る
。指

定
管
理
者
制
度

議
員　

審
査
に
お
い
て
指
定

管
理
料
の
提
案
が
１
円
で
も

オ
ー
バ
ー
す
れ
ば
失
格
に
な
る

が
、
今
後
の
考
え
方
は
ど
う
な

の
か
。

市
長
公
室
長　

今
後
は
超
え

た
分
に
つ
い
て
は
採
点
の
中
で

減
点
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
る
。

起
業
家
支
援
と

市
内
業
者
の
保
護

議
員　

起
業
家
支
援
を
す
る

と
い
う
割
に
は
創
業
時
の
融
資

制
度
が
な
い
。
今
後
、
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長　

検
討
を
し

て
み
た
い
。

議
員　

随
意
契
約
や
入
札
は

競
争
力
が
担
保
さ
れ
て
い
れ
ば

特
別
な
場
合
を
除
き
、
市
内
業

者
の
み
で
行
う
べ
き
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

総
務
部
次
長　

市
の
予
算
執

行
の
立
場
と
し
て
は
、
で
き
る

だ
け
製
品
に
つ
い
て
は
安
い
も

の
を
購
入
し
た
い
と
い
う
大
原

則
が
あ
る
。

議
員　

準
市
内
業
者
、
市
外

業
者
を
入
れ
て
、
無
用
な
競
争

を
さ
せ
る
事
は
、
こ
の
山
陽
小

野
田
市
に
本
店
機
能
を
維
持
す

る
必
要
は
な
い
と
い
う
判
断
に

な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
清
掃

業
務
の
入
札
は
９
社
で
行
っ
て

お
り
、
市
内
業
者
は
既
に
３
社

参
加
し
て
い
る
。
財
務
規
定
に

よ
る
と
既
に
競
争
力
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
市
内
業
者

だ
け
で
入
札
を
行
わ
な
い
の

か
。監

理
室
長　

清
掃
業
務
に
つ

い
て
は
、
本
庁
舎
の
清
掃
業
務

外
11
件
の
清
掃
業
務
を
入
札
で

行
っ
て
い
る
。
現
在
の
状
況
で

は
市
内
業
者
の
優
位
性
が
全
く

な
い
の
で
、
次
年
度
か
ら
は
指

名
回
数
に
つ
い
て
差
を
設
け
る

方
向
で
進
め
た
い
。

一 般 質 問

伊
藤
　
實
　
議
員

髙
松
　
秀
樹
　
議
員

借
入
金
44
億
円
の
圧
縮
を
�

ど
う
な
っ
た　

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト

７月１日より指定管理に移行したきららガラス未来館
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高
齢
者
運
転
免
許

自
主
返
納
支
援
事
業

議
員　

高
齢
者
の
方
が
運
転

免
許
証
を
早
期
に
自
主
返
納
し

た
場
合
、移
動
手
段
の
確
保（
無

料
バ
ス
券
等
の
支
給
）
を
支
援

し
、
加
害
者
に
な
ら
な
い
、
環

境
問
題
へ
も
配
慮
し
た
事
業
は

で
き
な
い
か
。

総
務
部
次
長　

大
変
推
奨
で

き
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
財
政

上
現
時
点
で
は
対
応
で
き
な

い
。
今
後
、
交
通
手
段
等
の
確

保
等
々
を
考
え
る
中
で
対
応
し

た
い
。

議
員　

高
齢
者
が
加
害
者
に

な
ら
な
い
、
環
境
問
題
に
配
慮

と
い
う
点
で
の
提
案
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

市
長　

市
内
全
域
の
高
齢
者

に
対
す
る
さ
さ
や
か
な
助
成
は

で
き
な
い
か
と
考
え
る
が
、
財

政
上
の
問
題
で
話
が
進
ま
な

い
。
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
課
題

だ
と
思
う
の
で
、
何
か
一
部
だ

け
で
も
具
体
化
で
き
る
方
向
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

職
員
の
給
料
見
直
し

議
員　

人
事
院
勧
告
に
つ
い

て
、
補
正
予
算
で
職
員
給
料
を

見
直
す
考
え
は
な
い
の
か
。

市
長　

市
民
や
団
体
に
も
協

力
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で

で
き
な
い
。
職
員
給
料
５
％

カ
ッ
ト
も
来
年
の
３
月
末
で
３

年
を
経
過
す
る
。
当
分
の
間
の

約
束
は
、
一
応
そ
れ
で
終
わ
る

と
考
え
て
い
る
。
一
旦
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
（
国
家
公
務
員
の

給
与
基
準
）
の
100
％
に
も
ど
し

て
、
そ
の
後
、
職
員
労
働
組
合

と
も
十
分
協
議
し
て
い
く
。

整
備
の
未
実
施

議
員　

以
前
の
一
般
質
問
で

の
約
束
事
項
で
あ
る
、
老
朽
化

し
た
日
の
出
の
恵
比
須
橋
の
補

修
改
善
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
約
束
事
項
を
反
故
に
す
る

の
か
。

建
設
部
長　

平
成
15
年
の
定

例
会
で
橋
の
高
欄
の
み
改
修
し

て
い
く
と
約
束
を
し
た
が
、
整

備
手
法
や
財
源
調
整
に
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
の
で
、
も
う
少

し
我
慢
し
て
欲
し
い
。

議
員　

市
長
は
こ
の
橋
の
状

況
を
毎
朝
見
ら
れ
る
と
思
う

が
、
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。　

市
長　

も
う
し
ば
ら
く
使
え

る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

地
域
振
興
及
び
活
性
化

議
員　

大
型
店
の
進
出
に
よ

り
地
域
の
中
小
商
店
街
は
衰
退

の
一
途
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
は
地
域
の
活
性

化
は
欠
か
せ
な
い
。
地
域
活
性

化
支
援
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。環

境
経
済
部
長　

活
性
化
に

特
効
薬
は
な
い
。
民
間
努
力
と

行
政
支
援
で
地
道
に
賑
わ
い
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
。

議
員　

土
地
区
画
整
理
未
実

施
区
域
の
解
消
や
農
業
振
興
地

域
の
除
外
等
に
よ
り
、
地
道
な

地
域
活
性
化
を
願
っ
て
い
る
。

議
員　

債
権
特
別
対
策
室
が

新
設
さ
れ
、
１
年
余
り
経
過
し

た
。
そ
の
具
体
的
成
果
は
ど
う

か
。債

権
特
別
対
策
室
長　

平
成

18
年
度
に
対
す
る
平
成
19
年
度

の
滞
納
繰
越
分
の
収
納
率
、
こ

れ
は
概
数
値
だ
が
、
市
税
で
約

２
ポ
イ
ン
ト
、
保
育
料
で
約
14

ポ
イ
ン
ト
、
下
水
道
使
用
料
で

約
６
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
た
。
債

権
特
別
対
策
室
の
昨
年
度
の
実

績
だ
が
、
担
当
課
か
ら
引
き
受

け
た
の
は
４
８
９
件
で
、
処
理

件
数
は
４
０
６
件
で
あ
る
。
滞

納
整
理
の
額
は
、
現
金
で
回

収
し
た
も
の
の
他
に
分
納
誓

約
が
提
出
さ
れ
た
も
の
、
差

し
押
さ
え
等
で
時
効
の
中
断

し
た
も
の
等
を
含
む
が
、
約

１
億
１
０
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

議
員　

新
し
い
観
光
活
動
で

あ
る
産
業
観
光
に
つ
い
て
、
行

政
と
し
て
の
今
後
の
具
体
的
な

振
興
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。環

境
経
済
部
長　

平
成
20
年

度
に
つ
い
て
は
、
テ
ー
マ
別
に

24
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
２
回
ほ
ど
、
計
48
回
の

ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
る
。
今

後
、
ガ
イ
ド
役
の
派
遣
要
請
も

増
え
て
く
る
と
い
う
ふ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

く
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

を
行
い
、
例
え
ば
登
録
制
度
な

ど
を
行
い
、
条
件
に
合
っ
た
形

で
、
要
請
が
あ
れ
ば
す
ぐ
対
応

で
き
る
と
い
う
よ
う
な
形
を

と
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
、
今
年
度
中
に
体
勢
を
整
え

て
い
き
た
い
。

議
員　

バ
イ
オ
マ
ス
・
タ
ウ

ン
宣
言
に
向
け
た
具
体
的
な
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。企

画
政
策
部
長　

現
在
、
国

に
申
請
中
の
地
方
の
元
気
再
生

事
業
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
向

性
を
見
定
め
る
た
め
の
社
会
実

証
的
実
験
を
行
い
た
い
。
今
後

と
も
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
、

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
目

指
す
こ
と
を
目
標
に
、
役
割
分

担
や
手
法
、
協
力
体
制
づ
く
り

な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

企
画
課
長　

こ
の
申
請
（
元

気
再
生
事
業
）
は
市
単
独
で
は

な
く
、
市
民
と
の
協
議
会
と
い

う
形
で
出
し
て
い
る
。
と
り
あ

え
ず
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
生

ご
み
を
堆
肥
化
し
、
そ
の
堆
肥

を
有
機
肥
料
と
し
て
野
菜
や
米

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
内
容
で
出

し
て
い
る
。

一 般 質 問

尾
山
　
信
義
　
議
員

江
本
　
郁
夫
　
議
員

人
事
院
勧
告
の
実
施

滞
納
整
理
の
額
は
約
１
億
１
０
０
０
万
円

旧小野田セメント株式会社の徳利窯と山手倶楽部　

老朽化した恵比須橋
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企
業
誘
致
特
別
委
員
会
で
は
、

地
元
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
拡

大
や
、
本
市
の
歳
入
増
加
を
見
据

え
な
が
ら
、
企
業
誘
致
に
関
し
て

の
調
査
研
究
を
行
い
、
議
会
と
し

て
誘
致
活
動
を
先
導
す
る
た
め

に
、
平
成
18
年
12
月
の
本
会
議
で

設
置
し
、
10
名
の
議
員
が
目
的
を

共
有
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
精
力

的
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
元
進
出
企
業
現
地
視
察
や
他

市
企
業
団
地
現
地
調
査
、
山
口
県

商
工
労
働
部
企
業
立
地
推
進
室
や

小
野
田
・
山
陽
商
工
会
議
所
と
の

意
見
交
換
等
を
通
じ
て
、
企
業
誘

致
活
動
・
企
業
団
地
・
奨
励
条
例

等
の
現
状
認
識
を
深
め
、
諸
課
題

を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
今
後
の

企
業
誘
致
活
動
に
対
し
て
中
間
報

告
を
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
30
日
の
市
長
へ

の
要
請
で
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体

制
の
確
立
や
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の

継
続
実
施
な
ど
、
24
項
目
に
及
ぶ

組
織
体
制
や
優
遇
制
度
の
見
直

し
、
環
境
整
備
に
関
す
る
議
会
要

望
を
伝
え
、
議
会
と
行
政
の
協
力

と
役
割
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
深

め
ま
し
た
。

　

同
年
６
月
９
日
に
は
、『
当
市

の
地
域
活
性
化
対
策
』
の
二
本
柱

で
あ
る
幹
線
道
路
建
設
促
進
特
別

委
員
会
と
協
調
し
て
、
副
知
事
を

は
じ
め
と
し
た
山
口
県
の
関
係
各

部
に
対
し
て
地
域
要
望
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

安
定
し
た
就
業
機
会
の
確
保

と
、
雇
用
の
創
出
は
地
元
経
済
の

起
爆
剤
で
あ
り
、
市
財
政
の
健
全

化
に
一
日
も
早
く
寄
与
で
き
る
よ

う
、
関
係
各
位
と
も
引
き
続
き
連

携
し
、
粘
り
強
く
企
業
誘
致
促
進

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
助
言
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■編集：山陽小野田市議会だより編集委員会　〒756−8601　山陽小野田市日の出一丁目１−１　0836−82−1182　shigikai@city.sanyo-onoda.lg.jp■

　

ゴ
ミ
の
出
し
方
は
出
す
人

の
心
構
え
ひ
と
つ
と
思
い
ま

す
。
ゴ
ミ
が
減
量
さ
れ
た
と

聞
き
、
良
か
っ
た
な
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
金
に

な
る
資
源
ゴ
ミ
の
出
し
方
は

市
の
収
入
に
な
る
の
で
す
か

ら
、
各
家
庭
で
バ
ッ
チ
リ
守

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
ま
つ
り
に
つ
い
て

は
、
江
汐
で
は
つ
つ
じ
祭
り

や
あ
じ
さ
い
祭
り
と
か
あ
り

ま
す
。
市
民
祭
り
は
毎
年
と

は
い
い
ま
せ
ん
が
、
誰
も
が

行
き
や
す
い
旧
の
や
り
方
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
出
店
が

多
過
ぎ
れ
ば
く
じ
引
き
で
決

め
る
と
か
、
色
ん
な
方
法
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
決
め
た

ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
と

か
さ
か
ん
に
言
わ
れ
ま
す

が
、
独
居
の
方
、
病
気
が
ち

で
あ
る
お
年
寄
り
の
方
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
近
所
の
人

達
で
情
報
を
分
か
ち
合
い
、

助
け
合
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
あ
ま
り
お
役
所
的
な

考
え
方
は
し
な
い
方
が
良
策

と
思
う
の
で
す
が
。

　

最
近
自
転
車
事
故
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
一
年
前
に
家

を
出
た
と
た
ん
に
自
分
で
転

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
骨
折

等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

治
る
の
に
一
年
掛
か
り
ま
し

た
。
年
を
取
っ
た
の
で
、
私

は
自
転
車
を
手
離
し
歩
い
て

行
動
し
て
い
ま
す
。
歩
い
て

ゆ
っ
く
り
見
る
と
道
路
に
流

れ
出
た
砂
、
カ
ー
ブ
で
も
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
さ
な
い
学

生
、
家
人
が
笑
う
け
ど
、
私

は
今
、
自
転
車
が
ト
ラ
ウ
マ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

猛
暑
の
中
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
。

が
ん
ば
れ
日
本
�

短
絡
的
で
自
己
中
心
的
な
想
像
を
絶
す
る

事
件
が
続
く
。

ど
う
し
た
日
本
�　
　
　
　
（
伊
藤　

實
）

　

メ
タ
ボ
対
策
で
知
人
に
勧
め
ら
れ
て
話

題
の
『
朝
バ
ナ
ナ
ダ
イ
エ
ッ
ト
』
を
始
め

た
。
即
効
性
は
期
待
し
て
い
な
い
が
、
健

康
管
理
と
医
療
費
削
減
の
一
助
に
、
今
で

き
る
こ
と
を
ぼ
ち
ぼ
ち
と
…
（
笑
）

（
好
川
桂
司
）

　

全
国
的
に
非
常
に
不
景
気
で
あ
り
、
山

陽
小
野
田
市
に
お
い
て
も
、
市
内
の
企
業

や
事
業
所
が
苦
境
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

ど
う
か
景
気
が
良
く
な
る
こ
と
を
祈
念

し
、
こ
の
暑
さ
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

（
福
田
勝
政
）

　
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
始
め
た
ら
、
環

境
が
ど
う
の
こ
う
の
以
前
に
、
日
々
成
長

し
て
い
く
姿
を
見
る
の
が
楽
し
く
て
楽
し

く
て
�　

ま
る
で
子
ど
も
が
大
き
く
な
る

の
を
見
守
る
気
分
で
、
お
水
や
り
に
ハ
リ

キ
ッ
テ
ま
す
。

（
吉
永
美
子
）

特別委員会報告・市民のこえ

企
業
誘
致
促
進
特
別
委
員
会
報
告

編
集
室
よ
り
　

市民
の

こえ

藤
田　
賀
津
子 

さ
ん

（
本
山
町
）

中間報告を市長に提出（平成20年４月30日）

さんようおのだ議会だより
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